
 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（中学校用） 

～元気パワーアップ作戦～ 
 

                                              学 校 名  敦賀市立気比中学校  
                                             

 

 

 

             

 

＜保健体育の授業について＞ 

・規律ある集団行動を基本に、大きな発声のアップや補強運動で体力を向上させる

ためにはどうするとよいかを考えさせ、それを意識させながら活動を行わせる。

補強運動の回数も状況に応じて変更していく（持久力向上を図る）。 

・熱中症対策をしながら、「動きを持続する能力を高める運動」や運動量の確保を

意識して授業を組み立てていく。 

・授業では個人の目標を設定し、目標達成を目指して取り組み、振り返りも行う。 

  ・タブレット機器を活用した授業に取り組む。 

・保健分野では、各学年で養護教諭と連携した健康教育を実施する。 

   １年：心身の発達と心の健康 ２年：心肺蘇生法 ３年：感染症とその予防 

＜特別活動について＞ 

・withコロナからafterコロナへの変化に応じつつも、感染予防に配慮し、体育大

会を実施する。今年度は昨年度よりさらに生徒の活動に対する意欲が高まるよう

な工夫（色別パフォーマンスや全校綱引き）を取り入れる。 

・状況に応じて、学年ごとにスポーツ大会を実施する。生徒会体育委員会を中心に

計画・準備をし、運営も生徒中心に行わせる。 

＜運動部活動について＞ 

  ・コロナで活動を奪われた期間の分を、各部ごとに工夫をして体力や技能の向上を

目指す。練習や大会ができなったことも考え、生徒のモチベーションを上げてい

けるように活動を行う。 

  ・平日週三回の部活動の時間を効率的に行えるようにする。時間を大切にして、生

徒にとってよりよい活動ができるように計画を立てて運営していく。 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

・今後も感染症から身を守るための行動（手洗い、マスク、ソーシャルディスタンス

など）について考えさせたり実践させたりすることで健康に対する意識を高める。 

・健康に対する意識を高めるためにも、日常の生活習慣や感染予防などについて配

慮してもらうように各家庭におたより等で知らせていく。 

  ・月一回、地域移行の準備段階として土曜日の部活を地域に委ねていく。また、部

活動指導員や外部指導者などの地域の方々の協力を得ながら、効果的な活動を目

指していく。 

 

・健康についての意識を高め、健康の保持増進や体力向上に努めること

ができる生徒の育成 

・運動量を確保し、持久力を向上させる取組の実践 



 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（中学校用） 

～元気パワーアップ作戦～ 
 

                                              学 校 名 敦賀市立角鹿中学校            

                                             
 

 

 

 

             

 

 

  

＜保健体育の授業について＞ 

○授業開始時のランニング・体操・補強運動（持久力および体幹強化のためのサーキット

トレーニング）を年間通して実施することで、基礎体力の向上を図る。 

○年間を通して計画的に、３分間走を行い、各自の能力に合わせて目標を設定し、持久力

の向上を図る。 

○体力テストの各種目において、各学年・全校の「輝け角中！ベスト１０」を掲示するこ

とで、仲間を賞賛する心とともに生徒の向上意欲を活性化させる。 

○球技の単元を中心に学習カードを活用し、基本をしっかり身につけさせ、ゲームを仲間

と楽しむことで運動への意欲・自主性を養う。 

○授業の中で、できるだけ多く投げる場面を設定し、投力の向上につなげる。 

○スポーツ記事や健康に関する記事を導入時に扱い、意欲向上につなげる。 

○クロムブックを使用して、教科書に記載されている発展的学習に取り組み、興味・関心

  の幅を広げる。 

 

＜特別活動について＞ 

○Tスポ（体育大会）を通して、生徒の自主的活動を伸長し、リレーを通じて走力の向上

を図る。 

○Tスポ（体育大会）を通して、異学年や小学生との関わりや信頼・友情を深める。 

 

＜運動部活動について＞ 

○顧問・外部指導者・保護者や地域の方々、他校生徒との交流を通して、礼儀やマナーに

加え、感謝の気持ちなどの心の教育の指導に努める。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

○校区内の小学校・中学校の体力テストの結果を分析し、連携して取り組む。 

○小中一貫校のメリットを最大限生かせるように体育の授業や業間運動について連携を図

る。 

 

目標：運動の楽しさを味わいながら、仲間と共に伸びよう 
○瞬発力・巧緻性・持久力・投力の向上 
○運動を通した仲間との交流・気づきの伸長 

○運動における自主性の伸長 

○健康に関する知識の向上 

 



 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（中学校用） 

～元気パワーアップ作戦～ 
 

                                              学 校 名  敦賀市立松陵中学校  
                                             

 

 

 

 

 

 

 

＜保健体育の授業について＞ 

 ○体力テストを通して正しい運動方法や測定の仕方、運動の特性を理解させる。 

 ○的確な集団行動様式を習得させながら、主体的に運動に取り組む態度を育成する。 

 ○授業の振り返りから、自身の技能と課題解決に向けた練習方法を考えさせる。 

 ○陸上競技や縄跳びの記録上位者を掲示し、取組意欲の向上と賞賛の心を育てる。 

 ○球技の単元では、集団及び個の目標設定や戦略について考える機会や振り返りの場

を設けることで、様々な運動への理解を深めさせる。 

 ○保健学習を通して、健康や安全についての知識を深め、生涯にわたる健康生活への

基礎をつくる。 

＜特別活動について＞ 

 ○体育的行事の取組を通して、生徒の自主的活動の伸長と楽しく豊かな集団行動を実

践する。 

 ○道徳教育との関連を図りながら、あらゆる体育活動を通して豊かな人間形成を実践

する。 

＜運動部活動について＞ 

○適宜、部活動リーダー研修会を実施し、現状把握に努め、生徒同士や顧問との良好

な人間関係づくりを実践する。 

 ○限られた時間の中で、生徒とともに効率の良い活動方法について考え、実践する。 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

 ○授業や部活動の様子を学校ホームページで発信することで、学校教育活動への理解

を図る。 

 ○熱中症アラートや新型コロナウイルス感染状況を確認した上で、授業内容やマスク

着用について体育部会で検討し、管理職と相談する。 

 ○授業前後の手指消毒や手洗いを奨励する。また、マスクは常に着用できるように準

備させる。 

 ○新型コロナウイルス感染症の状況によって、部活動の休止や活動内容の制限、また

他県・他市町・他校との交流中止を指示する。 

 ○地域のスポーツクラブに所属している生徒を把握し、クラブだけでなく、協会や連

盟との連携に務める。 

 

＜保健体育科の目標＞ 

 仲間との関わりの中で、主体的に運動に親しもうとする態度を育て、体力向上

が確実に実感できる保健体育の学習 

 ① 学習指導要領に基づいた単元の完全実施 

 ② 体力テストを通して自身の体力の分析と課題解決能力の向上 

 ③ 健康･安全に関する知識の習得と実践 



 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（中学校用） 

～元気パワーアップ作戦～ 
 

                                              学 校 名  敦賀市立東浦中学校  
                                             

 

 

             

  

＜保健体育の授業について＞ 

生徒一人ひとりの体力を高めるためには、自己の課題解決に向けて主体的に取り組んで

いく必要がある。そのため、自己評価・相互評価の場面を数多く設定し、共に競い合い、高め合

う姿勢を持たせたい。 

体力テストの結果より、本校生徒は「５０ｍ走」と「ボール投げ」の２点に課題があり、瞬発

力を高める運動、投力を高める運動について強化していく必要がある。 

○毎時間の準備運動に、多様なダッシュやトレーニングを取り入れ、瞬発力の向上に努め

る。 

○体力テスト等の記録から自らの課題を見つけ、解決することにより、運動技能の向上を

図るとともに、記録の向上を実感することで達成感や喜びを味わわせる。 

   ○タブレットを有効に活用し、生徒の意欲を高めるとともに、技術力の向上を目指す。具体

的な活用方法として、器械運動や球技などの単元で動画を撮影することにより、客観的

に自分の体の使い方や動き、仲間の動き方などを見て詳しく分析できるようにする。 

   ○投力を高める運動については、ボールを投げる機会を増やしながら、正しい体の使い方

を理解させ、タブレットを有効に活用していく。 

○学習カードを利用してグループ学習を進め、目標設定と自己・相互評価を進める。 

○養護教諭と連携して性教育の充実を図り、正しい知識が身につくようにする。 

 

＜特別活動について＞ 

○学校栄養教諭と連携を図り、食育の推進に努める。 

○保健の授業を核にして保健指導を効果的に行うように計画・実践する。 

＜運動部活動について＞ 

  ○持久走、補強運動、ストレッチを継続して行うことで生徒の基礎体力の向上、ケガの防

止に努める。 

○近隣中学校や関係団体と連携して合同練習会を行う等、活動の充実を図る。 

○原則として日曜日、月曜日、火曜日をノー部活デーとし、休息の重要性を認識させる。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組等）＞ 

○学校だより等で生徒の体力面について周知を図り、体つくり運動や、規則正しい生活等

については家庭と連携して指導を進めていく。 

 

 

自ら課題を持ち、主体的に活動する生徒の育成 

～ともに競い合い、高め合いながら課題解決へ向けて～ 



 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（中学校用） 

～元気パワーアップ作戦～ 
 

                                              学 校 名 敦賀市立粟野中学校           

 

 

 

             

  

 

 

 

＜保健体育の授業について＞ 

○持久力向上をねらいとして、積極的に持久走（各学年、個人の体力レベルに合わせたペー

ス設定）を取り入れる。また、持久走の単元ではペース走の実施、駅伝形式での活動を取り入

れ、仲間と協力して持久走に取り組む意欲を持たせる。 

○準備体操や補強運動を習慣化し、基礎体力の向上や自主性を養う。 

○陸上競技の「短距離」や縄跳びでは、各学年の上位記録者を掲示し、切磋琢磨する雰囲気を醸

成する。 

○保健分野の知識・理解を深めるために、養護教諭や外部講師と連携を図る。（コロナ禍におい

て、外部講師を招くのが困難な場合は、映像教材を用いて学習を深める。） 

【「１年：命の授業」「２年：心肺蘇生法・AED講習会」「３年：薬物乱用防止教室」】 

○男女共修の良さを実感させるためにリレーなどにおいて授業改善を図る。 

 

＜特別活動について＞ 

○学校行事では、生徒の自主的活動を伸長しながら楽しく豊かな集団行動の実践を図る。 

○性教育・健康教育と関連した道徳教育の推進に努める。 

○年１回以上、校外学習や学年レクレーションを企画し、集団行動の徹底や運動の楽しさを知る

機会を設ける。 

 

＜運動部活動について＞ 

○「部活動リーダー研修会」をとおして、リーダーとしてあるべき姿や礼儀やマナーを学び、コ

ミュニケーション力を高めること、感謝の気持ちを育てるなど心の指導に努める。 

○部活動ガイドラインに則し、活動過多にならないよう計画的に活動する。（今年度より月に一

回は土日の活動を休止する。）短時間で効率よく活動が行えるよう、活動内容の工夫や指導方

法の構築を目指す。また、その内容について顧問間で情報共有する。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

○消防署や警察署に講師を依頼し、心肺蘇生や薬物乱用防止において専門的な指導を受ける。 

 
 

健康について考え、仲間と協力して運動に親しもうとする態度が育ち、

体力向上が確実に実感できる保健体育学習 
 ○継続的な取り組みによる瞬発力、柔軟性、バランス、持久力の向上 

 ○運動をとおして自主性・主体性の伸長 
 ○自己の分析だけでなく、仲間と協力して課題を追究 
 ○健康に関する意識・習慣の向上 

 


